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結局のところ、ポルトガルはアジアにおいて、ヘゲモニー国家とはなり得なかった。

これは、世界史研究者が近年共有している理解であろう。しかしながら、ポルトガ

ルの領土的支配やそのネットワークがかなり限定的であったとしても、彼等の文書

通信システムは、「ヘゲモニー」を築いたとされるオランダやイギリスと比較して、

決して劣るものではない。それを雄弁に語るのが、ここで紹介する『モンスーン文

書』と呼ばれるエスタード・ダ・インディア（インド領国）とポルトガル本国間の、

およそ 400 年にわたる通信記録である。 

 

 

 

                 
 


